2007年度　ブロック共同宣教司牧歩みの評価
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について。
	1 ブロック司祭団の分担（含む修道者）
担当司祭と教理担当者(奉献生活者)が月一回、共同宣教司牧担当者会議を開き、ブロック内の司牧、特に信徒養成、信仰教育についての方向性、企画、予定、振り返りを行っている。それぞれの状況、役割に応じて、それぞれの視点から協力的に取り組んでいる。

	2 司祭団と信徒との連携体制

担当司祭、奉献生活者、信徒がそれぞれの役割と責任を果たしながら、共同歩調をとっている。

	3 意見交換とコンセンサス
担当司祭、奉献生活者と役員、各部の参加者、地区集会の参加者、評議員との間では、ある程度意見交換とコンセンサスが取られている。

【課題】上記以外の信徒と意見交換とコンセンサスは難しい。ある程度の規模の教会で部会のみの教会では、信徒の意見を吸い上げるのが難しく、意見を言う場がないという不満を持った人たちがいる。評議会の制度自体がすべての信徒に浸透していないことが課題である。また、ブロック会議と小教区評議会の関係について明確にしていくことも必要である。


２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

	1 意思決定のプロセス
月1回の小教区評議会で意思決定がなされている。2ヶ月に1回のブロック会議で、ブロックとしての方向性が決定されている。ブロック間で共同すべきこと、典礼に関する事項などは、各小教区の事情を考慮しつつ、基本的な申し合わせを行っている。

【課題】最終決定機関である小教区評議会、ブロック会議の決定事項が曖昧にならないような、決定事項の周知と説明、議事録の正確さが要求される。

	2 意見交換・意見集約方法

2つの教会において、実質的に意見交換また意見集約の場は地区集会となっている。部のみ設置されている教会では、部で意見集約が行われている。地区集会の始めには同日の福音の分かち合いを行なっている。
【課題】各部は設置されているが、教会での機能的役割を担っているため専門的となり、部活動に関すること以外の意見集約は実質的に難しい現状がある。部において、実質的な信徒としての意見交換や分かち合いを行うことには限界がある。各部の不足する部分を補完するものとして、地区集会がよく機能している部分もあるので、その方向性でよいと思われる。


	3 情報の共有
今まで同様に、小教区評議会議事録、ブロック会議議事録は信徒全員に配布している。他の教会の評議会議事録は、役員に転送し、各教会で信徒が閲覧できるようにファイルされている。お知らせは3教会で印刷配布され、評議会、ブロック会議の決定事項の周知を行っている。

【課題】議事録の配布、お知らせでの周知でも充分でない場合があり、検討を要する場合がある。

	4 小教区間の協力
ブロックとしての取り組み、特にブロック聖体大会において、また典礼部、教育部においてはブロック間での協力がなされている。特にオルガニストの派遣やブロック教育部主催の教会学校、遠足、新年会の企画などで、協力がよくなされている。

【課題】他の部会間の協力体制については課題である。


３．「共同宣教司牧」を支える活動と学びについて。

	1 奉仕や福音宣教者としての意識
教会内での奉仕について、全体的には熱心であるが、実際の日常生活の中での福音宣教者としての意識があるかどうかは難しい。

【課題】信徒の祭司職(福音宣教者)と教会における信徒の奉仕職の理解に混同が見られる。教会での奉仕を信徒の祭司職と勘違いがされている嫌いがあり、意識化が必要である。

	2 分かち合いと福音的識別
分かち合いは3つの教会での地区集会の際に、必ず当日の福音のみことばの分かち合いを行っている。それ以外には各小教区で殉教者の列福に向けた分かち合い、またブロック聖体大会の中で、各クラスの中での分かち合いも行われている。徹底した学びと祈りの訓練を通して、福音的な信仰のセンスを養うことで福音的識別ができるように訓練している。

【課題】福音的識別を行うことは、実際の生活の中で現実的には難しい面がある。分かち合いだけでは福音的識別が出来るようになるのは限界があり、学びと祈りとの共同歩調、継続的養成が必要である。

	3 「部会」やグループの活動について
部会への参加は全員ではない。全員参加が勧められてはいるが、実質的には難しい。それ以外、それぞれの属しているグループで活動はなされている。

【課題】部会、グループに属していない人への配慮が必要とされる。部活動による教会の機能面と教会の本質的面とをどのようにリンクさせていくかが課題である。

	4 共同宣教司牧と秘跡・典礼
秘跡・典礼について、教会の中で最優先されるように指導されている。

【課題】秘跡･典礼への正しい知識、関わりを深めていくことが必要である。

	5 信仰入門・養成講座
ブロック内の全教会で聖書クラスが設置され、次週の福音の分ち合いと学びを行なっている。信徒数の多い2教会でキリスト教講座が設置され、信徒・求道者ともに学びがなされている。2つの教会で祈りの会、1教会で若い世代の母親を対象とした学びのクラスが行なわれている。

【課題】クラスは週日の開催となっており、働いている人などへの対応が今後の課題である。

	6 リーダー養成・信徒養成
特別にリーダーのための養成クラスなどは設けていないが、若い世代の母親対象のクラスにおいて信徒の養成がなされている。また上記の⑤のクラスの学びにおいて、分ち合いの実践などにおいて信徒の養成がなされている。
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